
出 張 報 告 

報告日 ２０２３年 ７月 １１日 

会 派 名  暮らしと笑顔 

報告者氏名 池野里美 

種 別 □調査研究（□行政視察）  ■研修会  □要請・陳情  □各種会議 

用 務 全国地方議会サミット 2023 研修会参加 

日 時 令和５年７月６日㈭ １０：００ ~ 令和５年７月６日㈭１６：００ 

場 所 

（会場） 
早稲田大学大隈講堂 

調査項目等 
変わる社会・デジタル・あたらしい民主主義～激変する時代に対応する社会基盤とし

ての議会を実践する～ 

概 要 Day２ 10：00～ 

〇鼎談「地方分権の 20 年とこれからの

10 年を展望する」 

■■ ■■ 早稲田大学名誉教授、元三

重県知事 

■■ ■■ 大正大学教授、元総務大臣 

廣瀬 克哉 法政大学総長 

11:05～〇セッション「政策議会の一般質問」 

■■ ■■ 法政大学教授、西原 浩 別海町議会議長、

青野 敏 鷹栖町議会議員、片山 兵衛 鷹栖町議会議員 

13：05～ 

〇セッション「自治体監査と議選監査委員を活かす」 

・■■ ■■ 大正大学教授「政策サイクルと政策財務」 

・川上 文浩 可児市議会議員 議選監査委員 

「議選監査委員の活かし方、行政のかかりつけ医」 

・■■ ■■ 鎌倉市監査委員事務局長 前議会事務局

議事調査課長 

「監査委員事務局との連携 自治体監査・議選監査の活

かし方」 

・子籠 敏人 あきる野市議会議員 議選監査委員 

「議選監査委員を活かす」 

14：40～ 



〇セッション「政策に強い議会をつくる」 

・菅原 由和 奥州市議会議長「政策決議提案とガイドライン」 

・■■ ■■ 前大津市議会局長、早稲田大学マニフェスト研究所招 研究員 

「大学連携とミッションロードマップによる政策立案」 

・■■ ■■ 関東学院大学教授「議会における政策作りと政策法務」 

15：45 宣言・総括 

16：00 閉会 

所 感 等  ・1995 年に権限及び財源を国から地方へ委譲することにより、国と地方の役割分

担を明確にするための法律「地方分権推進法」が成立。そこから、地方自治が成長し

てきて、今は成熟社会へと変化してきている。地域のことは地域のみんなで決める、

地方自治がこれからも成熟していくように考えていきたい。 

・法政大学の■■教授の、「一般質問とは？」という講演を聴き、地方自治法には一

般質問のことは書いていないものの、全ての議員が議案にかかっていないことでも市

政に関わる全てのことに対して質問できる貴重な機会であると改めて感じた。自由な

意見の表明もでき、それに対する執行部の公式見解を得ることができる。これによっ

て、市政の争点を提起し、監査機能・政策提案機能を果たすことができる。地方議会

は何をしているのかわからないと市民から言われがちだが、議会という場で議員が一

般質問し行政と議論をすることで、市民がわが町の課題や状況を知ることができる機

会となる。柏崎市でも議会の動画配信などしているが、他市の事例で、傍聴ガイドブ

ックを発行したり、傍聴者に質問内容の詳細を配り通信簿をつけてもらったりするな

どの面白い取組を聴き大変参考になった。柏崎の市議会でも、議会に興味をもっても

らうための仕組みや取組を工夫していきたいと思った。 

・議選監査委員については、自治体によっては廃止している所もあるが、可児市の

事例では、雑入や契約などの詳細を監査することにより不適切なものが明確化された

り、学校監査など現地に監査員が赴くことにより、学校の意識改革に大いに関与でき

たり、監査を充実した結果、緊張感が増しいい成果を上げていると分かった。柏崎市

においても、議選監査委員の役割を見直し活かしていきたい。 

・全国地方議会サミットということで、全国の自治体議員さんや行政の人などと出

会い交流もできて、たくさん刺激をもらえた二日間となった。市によって議会のあり

方や、仕組みも様々であることが分かった。今回、他市の先進的な事例をたくさん聴

くことができ、柏崎市においても取り入れたいと思うことがいくつもあった。自治体

の規模によって難しいこともあるとは思うが、議員として、柏崎市がより住みやすい

街となるよう今回の学びを活かせるようにしていきたい。 

 


